
自動膨脹の仕組み（例）　 ＊メーカーにより機構の配置が異なることがあります。

膨脹式ライフジャケットの安全使用について
膨脹式ライフジャケットご使用の皆様にお願い！

落水した場合、自動膨脹式であっても
速やかに、作動索を引き、手動膨脹させてください。

着用について

点検・保管について
1．購入後は付属の取扱説明書を必ずよくお読み、必ず保管してください。
2．購入後はガスボンベ、カートリッジ（スプール・マガジン等）が正しく装着されていること、かつ使用済みでないこと、補助送気装置（補助充気装置）、充てん装置（カット装   
      置）が壊れていないことなどの点検を行ってください。
3．お客様の安全のため、ご購入後 1年に 1度程度の点検と、メーカー指定期日 (3 年以内）までに消耗品交換を必ず行ってください。 詳しくはご使用のメーカー・販売店までお問
　   い合わせください。
4．大量に雨や水しぶきがかかったり、湿気等を帯びて陸上で自動膨脹することがあります。車のトランクや道具入れ等、湿気を帯びた用具と共に放置したりすることは避け、保
       管時はよく乾燥させ、湿気の少ない通気性のある場所で保管してください。

1．手動膨脹させるための作動索が着用時に隠れてないか必ず確認してください。
2．ベルトの締め付けがゆるい場合、落水時にジャケットが体から抜け外れる恐れがあります。 着用時はバックルのベルトを調節して体にフィットさせてください。
3．膨脹式ライフジャケットを着用する際は、必ず一番上に着用してください。合羽などの下（内側）に着用しますと、作動索が引けず、自動でも膨脹しないこと
　  が考えられ、大変危険です。
4．漁具、突起物、刃物、鋭利なもの、釣り針等で外装布・気室を傷めないようにご注意ください。
5．作業中、頻繁に膨脹してしまうなどの場合は、固型式ライフジャケットなどの使用をご検討下さい。
6．自動膨脹機能は補助機能です。自動膨脹機能が付いていても万一の落水時は手動で膨脹させることが基本です。
       手動で膨脹させることが出来ない方や点検等が実施できない方はお客様の安全のため固型式ライフジャケットなどの使用をご検討下さい。
7.    ライフジャケットは安心で安全な国土交通省型式承認品をお選びください。詳しくはご使用のメーカー・当協会までお問い合わせください。

手動で膨脹！
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年に 1度の安全チェックをしましょう！
膨脹式ライフジャケットご使用の皆様にお願い！

割れ、切れ、絡まりが
ないか、直ぐに引ける
ように出ているか確認。

膨脹式ライフジャケット　点検チェックリスト（例）　
＊メーカーにより機構の配置が異なることがあります。

充てん装置 ( カット装置 )

（補助充気管）

＊メーカーにより機構の配置が異なることがあります。

手動用作動索

通常時 ( 膨脹前 ) 膨脹時

あなたの膨脹式ライフジャケットこのようになっていませんか？機能が損なわれ大変危険です！

逆止弁破損 笛変形 ベルト切れ 外装布擦れ穴空き 縫い糸ほつれ 気室破損 外装布変
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スプール・カートリッジ使用
済み・期限切れ

重要チェック！

重要チェック！

重要チェック！重要チェック！

カートリッジ、（スプール・マガジン等）、水分を感知するパーツには使用期限がありますの
でご確認下さい。使用期限が表記されているタイプ（上）、製造年月が表記されているタイ
プ（下）など、メーカーや機種によって違いがありますので、ご注意ください。使用期限設
定には若干違いがありますが、概ね製造から３年以内で交換してください。
また、気室からのエア漏れやボンベの緩み・外れなど、経年劣化による破損箇所の発見には
自主点検が有効です。ご使用前や使用開始から 1年に１回程度の自主点検実施をしてくださ
い。ご自分での点検にご不安な場合はメーカー点検（有償）をご依頼ください。

製造から 3年以上経過したものは交換をしてください。それ以内のもの
も早めの交換をお勧めします。
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カートリッジ（スプール・マガジン等）
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